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112 調査と研究 第25号 (2002.10)
治を推進し,行政職人を実践した｡ずっと借家
住まい,清貧に甘んじて,潔白の一生を終えた
ということは,よく常人のなし得る業ではない｡
略川先生が京大を去ったのは,政治の浄化に
はプラスになったが,教育界の大きな損失で
あったと思う｡
国家の運命の岐路に立つ決断の大事な時に,
距離を置いて冷静に批判する立場から大量観察
して,大勇を持ってリーダーシップを発揮出来
る達識の士が,日本の政府 ･軍部の中枢に欠け
ていたことは不幸であったし,実に多数の人の
運命を変えたことを痛切に感じる｡
良心に従って勇気ある行動をとられた蛭川虎
三先生は,私の目に映じた大きな存在である｡
